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ダイアグラム

この 3 棟構成にすることで幼児用
園庭と乳児用園庭を明確に分ける
ことができる。また 3 棟それぞれ
機能を割り振り、それにあった工
法で設計する。

①個性化する 3棟

かけっこみちによって 3 棟を繋ぐ。
そうすることでかけっこみちが機
能の違う 3 棟と関係性を持ちなが
ら多様な場所ができる。

②かけっこみち

ランドスケープをデザインするこ
と遊び場が増える。またこれらも
かけっこみちと関係を持つことで
かけっこみちがさらに豊かな空間
となる。

③ランドスケープ

素材にふれる、街にふれる、岡崎にふれる
3. 安全性の確保と街との接続を実現する かけっこみち
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グランドカバーで安全な乳児の庭

食育について

フレキシブルな配膳室

地形と一体となった遊具

かけっこみちの環境を調整する植栽計画運動場のゴムチップ

木の紐を使った柵

岡崎の御影石を使ったプール

畑で使われるかけっこみち

ママ友同士が繋がる子育て支援室
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ウッドチップを含ませることによって
畑に適した土を作る。またゴミ捨て場
にコンポストを設置し、腐葉土を作る。

柵に紐を使うことによって
柔らかな印象を与え、親し
みやすい雰囲気にする。

人工芝の下に炭チップを入
れることで柔らかい人工芝
ができる。

グランドカバーによって土の流出を
抑制するとともに、乳児の転倒の
クッションにもなる。

二酸化炭素の排出を抑え、岡崎を感
じられるプールとなる。

収穫した野菜を干したりする
ことができる。

子育て支援室によって希薄になっていた
ママ友コミュニティーを再構築する。

低めに設定した開口
により調理する風景
が子供達から見える。

子ども食堂開催時には配膳
室が食堂化する。

地形と一体となった遊具を作成する
ことで街との接続点を作る。

中心にある遊戯室
遊戯室を中心に置くことで怪我した
時に駆けつけることができる。また
遊戯室を広げることができる。

春にはハナミズキ、夏にはサルスベリ、秋にはイロ
ハモミジ、冬にはカンツバキが花開き、園内で散歩
しても楽しい場所となる。

ゴムチップによって、転倒しても安
全に対応できる。
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運動場と連続するかけっこみち

木を使った畳

街と接続するかけっこみち
キャンチによって坂から張り出
すことによって適度な距離を保
ちながら街との接点を作る。

プールの休憩所になる
夏場に日影が欲しい時にプールの休
憩所とすることができる。

運動会の時にはここ
が観客席になり、雨
天時でも走り回れる
ような場所となる。

調理室の石タイル
厨房に配慮し掃除や
防水の面から御影石
のタイルを使用する。

遊戯室を畳とすることで乳児でも安
心して使用できる。

1F 平面プラン 面積表

従業員
園児 /職員

搬入

N
動線計画敷地面積

2235.704 ㎡ 948.883 ㎡ 42.44% 57.56%1286.804 ㎡
延床面積 建築面積 建蔽率 容積率
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食堂

スムーズな調理動線 子ども食堂開催時の平面計画

検収室、下処理室、調理室、配膳室と
順番にゾーニングすることでスムーズ
に調理を行うことができる。

配膳室はこども食堂時に食堂として使
われる。またかけっこみちと繋がるこ
とで延長することもできる。

洗浄室

配膳室
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菱形トップライト

花壇に花を植える

大きなテーブル

開口から調理室を見る

運動場テラス

屋上庭園

プールをみる

乙川と山を望む

かけっこみちとつながる通路
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プール

菱形トップライトによって木
陰のような廊下を演出する。

張り出したかけっこみちによって
岡崎の自然を望むことができる。

プールを高い場所から見ることがで
き、安全性を担保できる。

落葉樹によって夏には日陰が
でき、冬には日光を取り込む。

保育室から通路がつながることですぐに
かけっこみちに出ることができる。

トップライトを花壇
として利用できる。

遊戯室の天井高を高
くすることで大きな
テーブルができる。

低い開口によって園児でも
調理室全体を見渡すことが
できる。

運動場を見渡すことができる。運動
会や遊ぶ時など園児の行動を見渡す
ことができる。

トップライトのゾーニング トップライトの種類

入り組んでいる
いて棟が向かい
合っているか
けっこみちはか
なり暗くなって
しまう。

暗いところに大
きいトップライ
トを開け 1 階
に光を届ける。

明
暗

2F 平面プラン

入り組んでいるいて棟が向かい
合っているかけっこみちはかなり
暗くなってしまう。

1. 椅子 2. 床

3. 植栽 4. 花壇

素材にふれる、街にふれる、岡崎にふれる
3. 安全性の確保と街との接続を実現する かけっこみち



夏

冬

岡崎の御影石を使った石場建ての基礎 風
日光

基礎は土に優しく岡崎の石を使った石場建てとし、床下に炭を入れることで除湿効果を図る。また、かけっこみちは季節に応じた採
光の調整をすることができる。通風もかけっこみちがあることで高さのある開口を開けることができ、煙突効果が期待できる。

断面パース

かけっこみちの建築的意義
6. 3 棟の環境を整える断面計画


